









自 転 車 考 察
高 井 一 郎
1
70年代 に入 り,公 害 問題 が人 々の認識 に高 まって以来,排 気 ガス を出 さず,
しか も省資源,省 エ ネルギ ー時代 にふ さわ しい乗 物 と して自転 車 が人気 をと り
戻 して いるよ うであ る。
筆 者 は過去10年以上 にわたって 自転 車 の普 及,改 良等 に様 々 なかた ちで関係
して きたので あるが,最 近 よ うや く自転 車 とい うもの がその意 義 を認 め られは
じめ,又 社会 の環境 も自転車 を受 け入 れ るにふ さわ しい状況 になって きて いる
ので,自 転車 デザイナー と して,大 変喜 ば しい ことで あ ると思 って いる。
しか し,こ れほ どの市場 の普及率 と一般的 人気 にもかかわ らず,自 転 車の持
っ可能性 とそれが社 会 に有用 な道具 と して活 用 されてい るカ・を考 える時,ま だ
非常 に低 い レベル にあ り、 もっ と巾広 い認識 に立 って自転 車 とい うもの を考 え
ることが必要で あ ると言 え るよ うで ある。
本考察 は,第1に 自転 車 の発達 の歴史 を通 じて 自転 車 その もの と,自 転 車 と
社会状況 とのか ・わ り合 いの移 り変 わ り,第2に 自転 車の機能 及 び自転 車 に関
す る人間工学,第3に 今 日の社 会 におけ る自転車 の意味 と可能性 を追求 す るこ
とを目的 とす る。
自転 車の発達 と社 会状況
人 力で走 る機 械 とい う自転 車の構 想 は紀元前 か らあったと言 われてい るが,
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明確 な資料 がな く,現 在の よ うに,手 軽 に自由 に乗 り回 わせ るよ うな自転 車 は,
ず っ と時代 が下って,18世紀 に入 って ヨー ロ ッパ に出現 した。
1790年にフラ ンスの シブ ラ ック(Sivrac)伯爵 が木 製の二輪車で パ リの ロワ
イヤル公園 を走 り回わって人 々を驚かせた そ うで あるが,そ れが一般 に自転 車
の発 明の始 ま りと されてい るよ うであ る。
しか し,こ の自転車 は シブラ ックの木馬 とも言われて いるよ うに,2つ の木
製の 車輪 をもって はいるが,ペ ダルも な く両足 で地 面 を蹴 って走 る もので あ り,
方向操作 のハ ン ドルも無 い もので あった。〈図1> 〈図1>
1790年とい えば,フ ラ ンスでは大革命
の翌年で あ りヨー ロ ッパ が近代化 の嵐 の
中 にあった時 で あ り,技 術 史 か ら見て も,
発 明,発 見 の相次 ぐ時で あった。
1765年の ワッ トの蒸気機関 の発 明の頃
か ら始 まった ヨー ロッパの産業 革命 は,
その頃既 にあ らゆ る分野 にわたって,非
常 な勢 いで進 行 してい た時代で あ った が,
蒸 気機関 が陸 上の交通 機関 と して発達す
るの は1825年のスチー ブンソ ンの蒸気機
関 車の出現 と,そ れ以後 の鉄 道の発達 に
1790年 フ ラ ンス の シブ ラ ッ ク(Sivrac)
伯 薦 と その 時 乗 り回 して い た 木 製 自転 車 。
地 面 を蹴 っ て 走 る。 ハ ン ドル は動 か な い 。
また なければ ならなか った し,更 に個人や少 人数の 交通 手段 と しては,ま だ馬
や馬車 に頼 っていたので ある。
自転 車は この よ うな時代 に現 われ,人 々の非 常 な関心 を集 めて発達 したので
あ る。
19世紀 に入 り,1819年頃 には,フ ラ ンスのニエ プス(Niepce)やドイッの ド
レイ ス(Draise)によって,ハ ン ドル操作 によって 前車 輪 を動 かす式 の ものが
発 明 され,それ らはベ ロシフェール(Vel。cifere)とか ドレイジーネ(Draisienne)
‐zo‐
などと呼 ばれていた。
その後約50年を経 た1861年にフ ランスの ミシ ョー(Michaux)によって 前車輪
をクラ ンクペ ダルで 回転 させ る方法 が考案 され ζれがベロシペード(Velocipede)齒
と呼 ばれ自転 車の発展 に大 いに貢献 す る。<図2>
〈図3>
〈図2>
1861年 フ ラ ン スの ミシ ョウ(MICHAUX)の
自転 車 。 前 車 輪 を ク ラ ンクペ ダ ル で 回転 させ
る。 ベ ロ シ ペ ー ド(Velocipede)と呼 ば れ る。
フ ル サ イ ズ 自転 車(オ ー デナ リー)or(ペニ
フ ァー ス イ ン グ)と 呼 ん だ 。 そ の一 種"ブ イ
サ ル0ペ ダ ル を踏 んで 動 かす 式 。 約14.5kg
この前輪駆 動の クラ ンク付 き自転車 はス ピー ドを上 げるために,そ の後段 々
と前車輪 を大 き くし,い わゆ るダルマ型 自転 車,オ ーデ ナ リー(Ordinary)と
な り,一 世 を風びす るこ とになる。〈図3>
1876年チェー ンを用 いて後車輪 を駆動 す る現 在の 自転 車の スタイルに近 いも
の が,イ ギ リスで考案 され,そ れが安 全 自転車(SafetyBicycle)とよ'ばれて,
それ迄盛 んで あったオーデナ リー に代 わっ て普 及す るこ とに なる。Safety
Bicycleにはい ろい ろな型 が出現 したので あるが,一 般 的 には1885年にス ター
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リー(Starley)が考案 した とされて い る。
さて こ ・に,自 転車 の改良 に関 す るも う一っ の重要 な発 明が生 れた。1888年
にアイル ラ ン ドの獣医 で あったダ ンロ ップ(Dunlop)は空 気 入 りタ イヤ を 発
明 した。
以後走 行衝 撃 か ら起 る様 々 な トラブルが一 挙 に解消 し,自 転 車の機能 が格段
に上 昇す ると共 に,ス タイルがほ ・"定着 し,そ れ以後1960年に至 るまで の70年
間,ほ とん ど変 わ らない姿 を続 け ることに なったので ある。
話題 は 自転 車 か らや ・それ るよ うで あ るが,こ の年代 の間に 自動車の発 明 が
あった。
面 白い ことに最初 の動 力車 は自転 車 に蒸 気機関 をっ けた もので あった。
1876年になると内燃機 関の画期 的発 明であるオ ットー翌 イ クル が出現 し,1883
年 にダイムラーがガソ リ ンエ ンジンを塔載 した 自動 車の原 型 を開発 した。以後
自動 車は発展 の一途 をた
どり,1885年,スター リ
ーの安全車 が生 れた年 に




かの有名 なT型 フ ォー ド
が大量生産 に入 るので あ
る。 〈図4>
自転 車 はこ ・に至 って
よ うや く退潮 を来た し,
1885年 ベ ンツ モ ー ター トラ イサ イ ク ル 〈図4>
自動車 に道 を譲 ることにな るので あ るが,1888年か ら1909年に至 るわず か20年
間 が自転 車 の黄金時代で あったので あ る。
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この間 には実 に様 々 な
ス タイルの 自転車 が生 ま
れ,愛 用 された ようで あ
る。 〈図5>
その中 には,ス ター リ
ーの考察 した,コ ンベ ト
リー ・レバー トライサ
イクルや,デ ファレ ンシ
ャルギヤ を取 付 け,後 年
自動 車の発達 に大 きな貢
献 をした,ロ イヤル サ
ーボ トライサ イクル,
又前 ホー クにスプ リング
を持 つモ デル・ シャフ ト
ドライブ機構 の もの,或
いは2人 乗 り3人 乗 りな
ども現 われるが,前 述 の
如 く,1910年以後 のモー
タ リゼー シ ョンの波 に押
されて,姿 を消 して いっ
たので ある。<図6>
さて一転 して,時 代 は
'変 わるが,第2次 大戦後
の 日本 の状況 は,自 転車
の発 達 と変遷 に関 して ヨ
ー ヨッパ の ミニ版 を出現
1876年 コ ンベ トリ_レ バ_ト ラ イサ イ ク ル 〈図5>
〈図6>
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した如 くで あった ことを想 い起 せ るものが ある。
終 戦直後の混乱期 を過 ぎて,昭 和27--8年頃 になる とそれ迄の重 い実 用車で
は なく軽量で性能 の良い軽快車 と呼 ばれる 自転 車 が姿 を見せ は じめた。更 に30
年～33年頃 にな ると急速 に改良 され,普 及 され は じめた。 この頃 が戦後 の第1
のブーム期で,サ イ クリング とい う言葉 も生 れて一般 に大 いに発展 した。 この
時期 に材質の向上,各 部 品の軽量化,変 速機等 の機 能部品の研究 が本格的 に取
組 まれ ることにな り,自 転 車業界 も飛躍 的発展 をとげた。
ところが,昭 和35年頃 か らモ ー タリゼー ションが 日本で もよ うや く開始 され
は じめていた。 自動車 は,ま だ性能 もデザ イ ンも今一歩 とい うとこ ろで あった
し,価 格 も一般 市民 には高い もので あ って,一 挙 に自動車時 代 にな るこ とは な
かったが,そ の代 りにオー トバ イ,ス クー ターの時 代 が出現 した。
更 に昭和40年代 に入 る と,本 格的モ ー タ リゼ ー ショ ンの波 が到来 した。 日本
の 自動車 もよ うや く国際水準 の性能 とデザ イ ンを有す るよ うにな り,人 々の所
得 も向上 したので,マ イカー を持っ こ とが庶民 のあ こがれ とな り又それ は急速
に実現 したので ある。
こ うなって くると自転 車 は明 らかに退潮 の様 相 を呈 し,人 々は自転 車 な どは
時代お くれと思 うよ うになった。又 自転車 は,自 動車 交通 の じゃまにな るとい う
ので,都 市の主要道路 か ら追 い出 され る傾 向 になったのであ る。
ところが,そ れか らわず か数 年後,即 ち1970年代 になって事情 は一 変 しは じ
めた。言 う迄 もな く公害 問題 に端 を発 し,そ れ迄,現 代 文明の シ ンボル と して,
或 いは都市交通 の最 も進 ん だ機 関 と しての 自動車 に,は じめて批判 の 目が向 け
られたので ある。
このよ うな世相 にな った時,前 述 の よ うな自転 車 か ら自動 車への発展 過程 を
ふ まえた視野 に立 ってみ ると,今 や全世 界的規模 で展 開 されてい る自動車文 明
批判 の大 きな旗印 としてバ イコロ ジー運動 が起 こ り,自 転車 が大 いに復 活す る
気運 にな ったの は,む しろ当然 とも言 えるので ある。
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日本 に於 ける戦後の モー タ リゼー シ ョン拡大 の中で 自転車 が もはや消滅 す る
かの ような状況 にあった時 にも一方 で根 強 い底流 が あった。
第1は,自 転 車 スポー ツが除 々 にその底 辺 を増 して きた ことで ある。 自転 車競
技 は ヨー ロッパで はスt一 ツの華形 で あるが,日 本 にも除 々 に普 及 して きた こ
とで ある。
日本の 自転 車 スポーツ にっ いて考 える場合競 輪競 技 とい うもの を抜 きには出
来 ないが,「 競輪」 は 日本 自転 車の発展 に大 きい貢 績 と,又 それに劣 らない程
のマ イナ ス効果 を もた らせ た。
戦後,日 本人 が考案 した 「競 輪」 につ いてこ ・で くわ しく分析す るい とまは
ない が,と もか く近代 オ リンピックが1896年に アテ ネで 開催 されて以来,主 力
種 目と して行 われた(日 本で は認識 は薄 いが)が,軽 合金 を主 と した良 質の器
材が,今 日の スt一 ツ競 技用 の 自転 車 を作 る基礎 となった。
第2は 少年層 の支持 で あ る。小供 は全 く自転 車が好 きで,屋 外の遊 び道 具 と
して欠 かせ ないものだ。 この小供 用 自転 車 には大別 して2つ の グルー プが ある。
その1つ は,幼 児車 で3才 ～6才 の小児 が使 うもので,い わゆる三輪車 と呼
ばれず っと以前 は,こ れ は自転 車で はな く,玩 具で あ るとい う観 念で あった。
ところが,或 る自転車 メーカー が,こ の車種 を改良 して小供 に人気の あ る,よ
り安全 なスタイル にした こ とによって爆発的 と云 って も良いほど売れだした。日
本中の ほとん どの家庭 の子供 が男 女 を問 わず 買 うこ とに なれ ば,大 変 な数 量 と
なる。
今1っ の グループは小 学校 高学年 か ら中学 生の男子用 の 自転 車で ある。昭和
35年1,年 に行 ったヤ ングエ イ ジ対象の マーケ ッ ト・リサーチで,常 に必ず欲
しい ものの第1位 にランク されて いたが,こ うい う要望 が昭和40年以降 に起 っ
た ジュニ ァスポー ツ車の前提 となったのであ る。
第3の 支 えは,地 方の需要 で ある,特 に農 村地域 などで は一家 に数台 の 自転
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車 は必需品で あろ う。又,中 学生,高 校生 に とって 自転 車通学 はむ しろ当 り前
の こ とで ある。
こ うい う需要 は全国 に また がる堅 固 なマ ーケ ッ トを形 成 した。
第4に は,海 外市場の要 因 によ る輸 出の増大 があ る。特 に米国 では,ハ イラ
イザ ー と称 す る小供車 が流行 し,そ の需 要 を満 た したのは 日本 の業 界で あ った
ので,こ の時 代 に業界 は小輪 車一16"一18"車で幼児 車では ない もの一 の生産態
勢 を築 いた。
最後 にあげ られ るのは,日 本 自転 車 デザ イ ンコ ンクールの開始 と,そ れ以後
日本 市場 に定着 した ミニサ イ クルの流行 につ いで ある。
自転 車 コ ンペは1965年以来,旧 関西 自転 車産業協 会(現,自 転車セ ンター)
が主催 し,1972年迄8回 に互 って毎 年開催 した が,こ れ らの応 募作品 の中 か ら
日本 人の体 格 と生活 に適 した ス タイルの 自転 車,ミニサイクルが 出現 した。〈図7>
<図7>
現代社 会(自 動車社 会)の ひず み
前述 の よ うに,1920年代 か ら始 まった自動 車時代 は,そ の50年間で 驚異的発
展 を遂 げ,現 代社 会生 活 にな くては な らぬ もの になった。現 代人 は,生 れてか
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ら死 んで霊柩 車 に乗 るまで 自動 車o>世話 になってお り,特 に都市 に於 て は,そ
れ を機能 させ るため にタク シー,商 業車,運 搬用 トラック,ゴ ミ回収車 などが
あ り,都 市集 中度 が高 まるにつ れて,こ れ らの 自動車 は急速 に増加す る。 これ
に加 えてDoortoDo。rの便利 さか ら急速 に増 えだ したマイ カー。
その ため,今 迄の都市 は自動 車の ため に改造 しなければ,機 能 マ ヒに陥 るこ
ととなって しま うため,建 築物 をこわ して道路 を広 げ,高 速道路 をつ く り,歩
<図8>
道橋 をっ くって 自動車 に
適 合 した都市 に改 造すぺ
く大わ らわで ある。
ところが現在,こ の都
市改造途 上 に人 々はい く




無制 限で はないか とい うことで あ る。現在迄 の勢 いで増 え続 け るとす れば,ど
のよ うに大胆 な道路計 画 を実行 して も自動車 に追 いつ くこ とは出来 ないので は
ない かとい う恐 れで あ る。
第2は,自 動車 をスムー ズに通 そ うとす ればす るほど人間 の歩 く場 所 がな く
なって きた とい うこ とで ある。道路 は も ともと人間の歩 くところでは なかった
か とい う疑問で ある。
第3は 大気汚染 とい う公害の発生源 と して大 きい要素 を占めて きた こ とで あ
る。
第4は 交通 事故で ある。 日本全国 で起 る数 え切れ ない位の交通 事故,そ の為
に毎 年1万 人以上 の死者 を出 して い る。
この ように自動車 がもた らす必需性 と有害性 は,自 動車 その もの ・改良や ,
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道 路構 造 の改 良 などが緊 急 に必 要で ある ことが痛 感 され るが,し か し,も っ と
大 きい行 きづ まりが自動車文明 の行手 に現 れ たよ うで あ る。
それ はガソ リンの不足 とい う大敵で あ る。石油資源 の限 界は,あ と30年とも
50年とも言 われてい る。 日本 の よ うな輸入 国で は,そ れ以 前 に恐慌状態 にな る
のは,ほ ・"間違 い ない と言 われてい る。
30年とい えば,も う目前の こ とで あ るの に現状 で はガソ リン自動車 に代 る有
効 な手段 も現 われてい ないので あ る。
こ ・で,も う1方 の視 点 か ら現代 社会 を見 る時,"人間力"の お とろ えを言 う
ことが出来 る ように思 われ る。
人間の移動 の能 力を飛躍的 に伸 ばす ため に昔 か ら人 間は様 々の努 力 を重 ね,
遂 に20世紀 に入 って あらゆる面 で移動能 力は拡大 した。
人間個人 の移動性 に関 して自動 車 は決定 的 な役割 を果た したので あ るが,皮
肉 なことに,こ れ が人間 力を退化 させ る ことになった。.
人間 は自己の能 力を拡 大す る為 に機械 を作 って一時 は成功 した かに見 えるが,
実 は機械 に代理 をさせて い るうちに本来持 っていた能 力 を失 って い くので は な
いだ ろ うか。
今の時代 は,人 間の外的条件 で ある環境 ばか りで なく,内 的条件即 ち,体 力,
運 動神 経,感 覚,意 志 力な ども除々 に退化 を きた らせてい るので はないだ ろ う
か。つ ま り,我 々 は 「環 境」 と同時 に 「人間 力」 を もとり昃 さなければ な らな
い。(※ 精神 的内容 を表 わす 人間性 と区別 した)
この よ うな現 代社会,特 に自動車 を中心 と した社 会環境 の問題 に対 して,有
効 な手段 はまだ見付 かって いないの が現状 で ある と言 えるが,し か し事 は重 大
なので あって,こ の為の どんな小 さい提 案で あって も,有 効 と思 われ るものは
研究 を進 めてみ なけれ ばな らないで あろ う。
復活 した 自転 車
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この様 な時代 となって 自転 車 が再 び見直 され,多 種多様の,か つ 大量 の 自転
車 が出現 す ること となった。 この情 勢は先ず アメ リカに於て バイ コロジー運動
が提 唱 され,そ れが 日本 にも波及 を して くる。或 いは又 ヨー ロ ッパは今 日的 問
題 に加 えて伝 統的 な強 み をも加 えて益 々盛 んになってい るよ うで ある。
たfし 問題 は,こ れを単 なる流行 や,一 時的 ブーム に終 わ らせ ることな く,
社 会環境 や人間 自身の 回復 にも役立つ ことが本 当に可能 かど うか とい うことで
あ る。
我 々は,そ の参考の ため に自動車 出現 以前ゐ最後 の時代で あ る1888～1909年
を考 えることが出来 るが,前 述 の如 くその時代 こそ正 に自転 車全盛 の20年間で
あって,そ の時代の最 も進 んだ技術 と知恵 を集 めて作 られたものが,い かに素
晴 ら しい もので あったか を思 い起 こ し,そ れ らが 今 日的 に考 え直 され る な ら
ば,更 に大 きい可能性 を発展 させ るこ とが出来 るのでは ないか と思 うので あ る。
・自転車 の機 能 と役 割
自転 車 を単 なる乗物 としてで な く,前 述の よ うに現代 社会 にお ける人 間 回復
に役立っ道 具 と して取 上 げ ると共 に,自 転 車 とい う道 具 それ自身 が人間 と機械
の調和 の上 に成 り立っ てい ること を先ず述べ る。
自転 車 は人間 と機械 とが一体 となって機能す る。 生 きた人 間がエ ンジ ンで あ
るがため にその出 力は千差 万別で あ り,又 その時 々の状 況 によって変化 す るの
に比 べ 自転 車 とい う器材 は機械 系 の原則 に従 が う。 そこに人 間 と機械 の調和 が
必要 となって くる。
自転車 が走 行す るための要因 は,
1.人 の体 力(持 って い るエ ネルギー)
2.筋 力(脚 筋 力,腹 筋 力,握 力等)





のよ うな人体 に関す る もの と,
7.人体 のポ ジ ションを決 め る車体寸 法
8.回転部 分の適度 の重 さ
9.後輪 半径 およびギヤ比




14.耐ショック性 および クッシ ョン性
等 の機械 に関す る事項 が あ り,こ れ らの うち1つ で も欠 け るもの があれ ば,
快適 に走 行す ることは出来 ない。
又,自 転 車 はその使用 目的 によ って機能 は異 なるもので あ る。短 距離 用の も
ので長距離 を走 るこ とは困難 で あ り,
高 スピー ドで走 るもの と,荷 物 を運搬
.
す るもので は全 く違 った性能 をもっ。
も う一 っの要 素 としては,自 転 車は
1つ の型 に決 まった機械 では な く,そ
れが乗 り手,目 的,品 質 グレー ドに絶
えず変化 し得 る ことであ る。
これ らをまとめる と第9図 のよ うな
4つ の系 によって示 す ことが出来 る。
自転 車は,こ れ ら4っ の系 がそれぞ れ
満足 され,か っ綜合 され ると き完 全 に




この よ うに考 えるとき,自 転車 とい うの は正 に人 間 と機械 との調和 を実現 す
るもので あ ると言 うことが出来 るが,〈 人 聞 と機械 との調和〉 これ は他 な らぬ
現代文明 の課題で あり,イ ンダス トリアルデザ イ ンの 目的その もので もあ る。
車種 による構造 ・機 能の違 いの例
現在 の自転 車は多種 ・多様,千 差 万別 で のるこ とは,そ のア ジャス タブ ルな
性格上,必 然的 に生 じた もので もあるが,こ れを使 用 目的別 に大別 す ると,競
技 用 レーサー,サ イク リング車,実 用車,ミ ニサ イクル,子 供車等 であ る。 こ
れ らの もの は当然 その構造,部 品,機 能 に大 きな違 いがあるが,こ ・で はその
1例 と して競技用 レーサー と ミニサ イ クルを とり上 げ比較 を して見たい と思 う。
Aレ ースサ イ クル(競 技用車)
人間の持つエ ネルギー を自転車走 行の ため にフルに伝達 す るには勿論足 か ら
だ けで はな く身体 全体 か らの 力 を自転 車 に注 ぐ必要 があ る。 このた めには,脚
力,腹 筋 力,腕 力が充分 に力が入 る姿 勢,例 えばボー ト漕 ぎの姿勢 に近 い背 を
曲 げた前屈姿勢 となるが,更 に風圧 を避 け るためにスキー競 技のエ ッグス タイ
ル に近 い姿 勢 になる。
自転車 の場 合 は,そ れ に加 えて
て ペ ダルの回転 数 をあげ るため,
筋 肉の収縮 の ピ ッチを速 め る必
要 があ るが,こ の ためには骨盤
に対 す る大腿 骨 の動 きの角度 と
ひ ざ関節 をはさむ大腿骨 と脛 骨
の開閉の角度 が小 さい方 が有利
で あるためサ ドル位 置は前方 に
あ るので,ま す ます,前 方 に傾
くので あ る。一 〈図10>
〈図10>
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そのス ピー ドは約100粁の ロー ドレースの平 均平地時速 は約40粁,ト ラック
競技 では1000米を0ス ター トで約1分10秒 程度 で平 均時速50粁,瞬 間 ス ピー ド
で時速約60粁程度で あ る。
Bホ ームサ イクル(ミ ニサ イ クル)
レースサ イクルに比べ て,ホ ームサ イクルの機能 は特 定の短距離,短 時 間の
使用 が多い。
ことわって おかねばな らない が,ホ ー ムサ イ クル は家庭 用 自転 車 とい う程 の
意味で,ミ ニサ イクル と同意義 で はない。 しか し,日 本 では,ミ ニサ イクル が
家庭 用 と して普 及 し今や同 じもの を指 す よ うになった。
この よ ううな 自転 車 は巾広 い年令層,色 々 な目的 に もた えね ばな らないの で,
各 部,特 にサ ドル上下の ア ジァスタブル なもの でな ければ な らない。又走行速
度 は遅 くペ ダルの回転 数 も少 な いので,サ ドルはペ ダルの後 方 にあ る。 これは
骨盤 に対す る大腿 骨の動 きやひ ざの関節 部の開閉角度 を大 き くした方 がペ ダル
に力 が入 りや す く効率 が高 いか らで あ る。一.〈図11>乗り手の上体 は上 向 きとな
りハ ン ドル位置 よ高 く・前方 の視Aレ _スサイクルBホ_ム サイクル
界 もよくなる。ハ ン ドル は切 れの
良 さより,買 物 カゴ などを積 む こ
とがあ るので安定性 が主要 とな る
ので巾が広 い。サ ドルはス ポー ツ
車 に比 べて巾 が広 くクッシ ョンの




Aレ ースサイ クル Bホ ームサ イクル
〈図12>
1全 体 構 成
A力 を有効 に回転 力に伝達す るため必要
な剛性 と強度 を保っため,ダ イヤモ ン ド
型 フ レームを用 い,ヘ ッ ドァ ングルa及
びハ ンドルとサ ドルの関係角 度bが 少 さ
いo
B短 距離 を低速で走 る自転 車ではヘ ッ ド
ァ ングルaの 角度 をや ・少 さくとりbの
角度 は,大 きくして,背 筋をまっす ぐ伸
ば した乗 車姿 勢をとる。
〈図13>
2フ レ ー ム
A軽 量 化 の た め 肉 厚 が薄 く強 度 の あ る材
料,ハ イテ ン シ ョ ン鋼 や クロ ー ム ・モ リ




Bメ イ ンパ イ プ を太 い 一 本 の パ イプ でU






Aレ ー ス サ イ ク ル Bホ ームサ イクル
<図14>
3ハ ン ド ル
Aド ロ ップ ハ ン ドル の形 状 は,三 っ の
乗 車 姿 勢(ト ップ,ミ ドル,ア ン ダ ー)
を保 つ こ と が 出 来 る
Bホ ームサイ クルの乗車姿勢 は上体 が
立 ってい るので,ハ ン ドルグリップの




A走 行 中,体 重 の大部分 は,両 足両手
にかかるので,座 る機能 は重視 され な
い。 それは腰 のポ ジシ ョンを決め,両
足の動 きを防げない為,巾 の狭 い もの
となる。
B低 速 走行の場 合,ペ ダリングは座 っ
た姿 勢 に近いので,巾 が広 くク ッショ
ンの良い ものが望 ましい。
一34一
現状 の問題点 とそれ に対す る1提 案
昨年10月には,IDの 世 界会議,"ICSID'73KYOTO"が開催 され たが,会
議 に際 して筆者 が参画 した シテ ィ委 員会 は,都 市 と自転 車 につ いて一つ の大 き
い発言 と試 み をな した。 そ して この プラ ンはICSIDの メイン イベ ントとな りデ
ザ イ ン会議 のあ り方 と して も高 く評価 された こ とで あったが,こ の実 行 に際 し
て も痛感 した ことは,都 市 に於 て 自転車 をよ り高度 に利用す るためには,自 転
車 そのもの(ハ ー ド)よ り,む しろその利用 の方法(ソ フ ト)面 の開発,或 い
はソフ トをふ まえたハ ー ドの開発 が必要 で あ ることで あった。
自転 車が今 日の社会 に本 当 に復活す るた め には,そ れに適 した環境 と運 用方
法 がつ くられ なければな らない。
この よ うな面 に関 して も,ヨ ーロ ッパ に1日 の長 があるよ うであ る。 ヨーロ
ッパ各国 には,日 本の国道 の よ うに途切 れ途切 れで な く充分 に広 くて安 全 な自
転車道路 があ り,都 市 の中 にはよ く設計 された 自転 車駐車場 があ る。
日本 に於て も除 々に計画 は進 みつ ・あるのだ が,実 際 に利用す ると色 々 な面
で,不 便で しかも危険 なもの が多い。
例 えばこ ・に駅前 の 自転車置場 の問題 があ る。最近 になって,や ・改善 され
た とは言 え大半 が見苦 し くかっ 不完 全 なもので ある。一 〈図16>
<図16>
現 在,非 常 に多 くのサ ラ
リーマ ンや学生 は郊 外の住
宅 か ら都心の職場 や学校へ
電 車通 勤 をす る状況 にある
が,そ の郊外の駅迄 も,住
宅 からは仲 々遠 くて不便 な
の が実状で あろ う。 そこで
自転 車で駅迄行 きそ れか ら
電車利用 とい うことにな る
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の だが,こ うい う社 会生 活の現状 に対 しての環境 説計 は非常 にお くれ,ほ とん
ど放置 されて いる。
問題点 の発見 とそれに対 す る策 を発 想す るのが インダス トリアルデザ イ ンの
役割で あ るか ら,自 転車 の駐 車問題解決 の為 の設計 を進 め るべ きであ るが,筆
者 は,そ れ を自転車 その もの(ハ ー ド)の 設計 に結 びつ けて1つ の新 しい提案
を試 みたい と思 う。(こ れは筆者 がデザ イ ンに関係 す る或 るメーカーの開発例
で ある)
自転車通勤 を提唱す る人 もい るが,ほ とん どの人々は,電 車 の代 りに自転車
を使 って通勤 す る程職住 接近 は して いないので掛 け声 ばか りで仲 々実現 しない。
前述 のよ うに実際 には,自 転 車 が電車 やバ スの よう存長距離大量輸送 機関 に
とって代 わ るとい うことは不 可能 に近 いので あって,そ れ らを交通 の メイ ンシ
ステ ムとす れば,そ のサ ブ システ ム として と らえなければ な らないので ある。
そこで考 えられ るのは ホールデ ィ ング車,即 ち,折 りた ・んで携帯 出来 る タ
イ プの 自転車 で ある。 これな らば,自 転 車 に乗 って きて駅 で ノ ックダウ ンし,
バ ッグに入 れて携帯 出来 るわけで あるか ら交通 システム と して ジ ョイ ン ト出来,
システ ムと して成 り立っ。
しか しこの場 合で も駅 で乗 り捨 て手ぶ らで電車 に乗 ろ うとす れば,最 初 の状
況 と同 じこ とに なって しま う。
そ こで,自 転 車 をコインロ ッカー に収納 出来 ないだ ろう かとい うア イデ アが
浮 んだ。
自転 車 を小型化 し,携 帯用 として利用 す る為 にはバ ッグに収納す ることが必
要 であ るが,バ ッグに入 れ られた 自転 車 は,単 純 に荷物 と して取扱 うことが出
来 るか らで あ る。
問題 は小 型化 した とい えども大人 が乗 れ る自転車 が コイ ンロ ッカー に(そ れ
も出来 れ ば大型 の特殊 の もの で なく,100円の普通型 のコインロッカーに)入 る
、
だろ うかとい うことであ る。
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従 来 か らで も,特 殊 な小 型 自転 車 はあったが,そ の よ うなもので はな く,大
人 が乗 って3粁 一5粁 の走 行 が出 来 るもので なければ な らない。 その為 にはハ
ン ドル高は約1000mm,サドル高 は約800㎜ が必要 で ある。
一方 コイ ンロ ッカーの大 きさは,400×420×S80mmである。 しか し常識で思
って い るもの よ り大 きい もので あって可能性 はあ ると考 え られた。
約1年 間の設計,試 作,テ ス トの結 果,よ うや くほ ・"目的 を満足 し得 る自転
車 が完成 された が,勿 論設計 のデ テール はA社 技術陣 によって な されたので あ
る。 【写真 による説明】〈図17>～〈図21>
Aハ ン ドル部 折 た ・む
Bシ ー トポ ス ト 抜 く
Cフ レ ー ム 折 た ・む
Dペ ダ ル 抜 く
〈図17>
ハ ン ドル高1000㎜は ,中 心 部 で
折 る と500㎜ とな る。
〈図18>
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4箇所 を折 た ・み,サ ドル下 に付
けて いる壽用 バ ッグに収納 す る。
約3分 間で 出来 る。
〈図19>




駅ii7の自転 車放 置状態は,環 境美
観 上も良 くな く,又 自転車 自身 も
汚れ傷 っ くもので ある。若 しこの
よ うなロ ッカー に収納 されるな ら
ば,そ の両者 を補 うことが出来,
かっ保安面で も完 全で ある。
これ らのロ ッカーは全国 の鉄道 の
駅 に設 けられて いるもの であ るか
ら,携 行 を考慮 に入れる と自転 車
がそのサ ブシステムと生 きること
が大 いに可能 となるであろ う。
〈図21>
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この よ うな自転 車の開発 が,現 在 の交通問題 の根本 的解決 には勿論 ならない
で あ ろ う。
しか し現状 の打解 の為には,色 々 な策 が,あ らゆる方面 か ら提 案 され なけれ
ば ならないだろ う。本提案 がその一端 に加 わ ると評価 されるな らば幸 いで あ る。
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